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 小惑星表面のクレータ統計は，小惑星帯における天体衝突環境や，小惑星上で起こった様々な表層
地質過程の歴史を反映している．我々は「はやぶさ２」搭載の光学航法カメラ(ONC)によって取得さ
れた全球画像を用いて小惑星 Ryugu 表面のクレータ構造の同定を行ってきた．Ryugu のクレータは
Itokawa で観測された衝突痕と考えられる地形と比較し，明瞭なお椀型を示している．直径 100m
以上のクレータの数密度は経験的飽和レベルに近いものの，サイズ頻度分布の傾きはおおよそ-3 とな
っており，小天体のサイズ分布に近いことから飽和には達していないと考えられる．メインベルトの
クレータ年代学モデルによると，Ryugu の表面年代は 1000 万年から 10 億年と見積もられる．一
方で，直径 100m 以下のクレータはそれよりも大きいクレータの数密度から推定される数密度と比
較して小さく，Ryugu 表面で seismic shaking などの何らかのクレータ消失過程が働いていること
を示唆している． 
 
 

 
図 1 Ryugu 表面のクレータ分布． 


